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今後の瀬戸内海の水環境の在り方懇談会資料 

 
【発表者：瀬戸内海環境保全知事・市長会議 冨岡 寛美（兵庫県環境管理局長）】 

項 目 内 容 

1.発表テーマ 

 

瀬戸内海の再生の必要性及びその方策について 

 

2.課題 

 

 

 

○水質は改善したが、未だに赤潮が発生 

○藻場・干潟が減少し、生態系が劣化 

○漁獲量・漁獲生産高がピーク時の半分以下 

○海岸線の荒廃による自然環境、景観の悪化 

○沿岸域・海域でのごみの増大 

○物質循環機能の低下 

 

 

 

3.対応（提案） 

 

 

 

(1)総合的な施策の推進 

(2)藻場・干潟等の浅場の整備及び保全による生物生息域の確保 

(3)底質の改善 

(4)海洋ごみの適正な処理ルールの確立 

(5)豊かな海の実現 

(6)環境に配慮した構造物への転換 

(7)住民参加 

(8)瀬戸内海の再生に向けた調査研究体制の整備 

(9)里海として再生するための法整備 

 

 

4.今後の瀬戸内海の

方向性について 

 

 

 

○瀬戸内海の環境保全・再生、次世代への継承 

優れた自然の景勝地であり、貴重な漁業資源の宝庫である瀬戸内海の

環境を保全、再生し、将来世代にも継承することが必要。 

○豊かで美しい「里海」としての再生 

豊かな生物多様性と高い生物生産性を回復し、美しい瀬戸内海を取り

戻すため、瀬戸内海を「里海」として再生していくことが必要。 

○幅広い関係者の参画と協働 

行政や漁業者、住民、企業など幅広い関係者の参画と協働のもと、豊

かで美しい「里海」として再生していくという意識と取組の輪を広げる

ことが必要。 

 

 

 

 

＊上記の内容で各分野における内容を説明していただき、懇談会委員と意見交換を行います。 
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